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＜連絡事項＞
・11/3（金）集合写真の配列レイアウトが掲示となっています。各自確認してください。

・11/3（金）医療福祉学会にて会場に行った際に評価用紙が配布されます。自分が聞いた演題すべてにチェックをし、その中でもっともよかったと思うPPT/発表にもチェックをしてください。
・医療福祉学会の抄録集が来ています。各自持って行ってください。

＜患者様連絡事項＞
・山田　睦子様～臨時薬が同内容で7日分処方となっています。ご本人・夫様・担当医と面談実施している。病状説明、薬の作用、副作用について説明行っている。11月上旬に外泊訓練行いその後１～２週間を目安とし退院としていくとの事。
・竹洞　聡様～臨時薬が同内容で6日分処方となっています。今後兄との面談を調整していくとのこと。薬局から躁うつ病の資料を貰い疾病教育する様指示あり。
・下川戸　長司様～臨時薬が同内容で5日分処方、以後定期となります。今後、不調の訴えが出た際にはデキスターチェックの指示となっています。
・船田　泰子様～便が緩いとの訴えあり、ラックビー細粒7日分処方となっています。

・石井　幸子様～本日、青陽館体験利用へ行かれています。

・曽我　正子様～本日、妹様付き添いにて外出へ行かれています。任意入院への切り替えと北病棟への移動については家族に了承を得ている為、手続きをすすめていく事としています。
・大光　雄人様～吐き気の訴えあり、臨時薬のアナフラニール中止となっています。本人希望にてパン禁となっています。

＜要注目患者様ケース検討＞

・市川　真紀子様～午前の活動後「脳の中の人が4日間お悔みがあったと」「内容は色々と変わるけど・・・」と話す事ありますが介入には現実検討出来ており日課への支障もありません。引き続き精神症状や日中の活動状況の観察をしていきましょう。

・松永　勘五郎様～腹部の発赤は持続し軟膏塗布も拒否続いています。治験薬の貼付は拒否ありません。プログラムには参加する事出来ており、余暇はBホールで過ごしています。頭皮の皮膚状態は改善傾向です。引き続き精神症状や皮膚状態の観察をしていきましょう。
・船田　泰子様～買い物について説明に相違があり不機嫌さ見られ、その直後に疼痛の増強訴え継続指示のリスペリドンを内服しています。本日は物のやり取りや部屋の行き来はありませんが引き続き疼痛の有無や他者トラブルに注意していきましょう。

・夏坂　浩美様～幻聴の訴えはありませんが、洗濯室の周囲をうろついたり後ろによろけるなどの行動見られています。

・工藤　綾子様～朝はヨーグルトのみの摂取。疼痛強く外出の準備が出来ないと話しオキシコドンと継続指示のオキノームを服用しています。本日、日赤消化器内科受診しています。

・泉川　ケイ子様～食事の配膳をスタッフ見守りの元問題なく実施しています。食事の際は箸の使用を促してください。今後は徐々に歩行器の使用時間を減らし、歩行器なしでレストランへの移動も行っていく事としています。

・下川戸　長司様～昨日、作業後に倦怠感、発汗、動悸の訴え聞かれていますが、本日は訴え無く経過しています。主治医へ状態報告し疾病教育の導入を検討していく事としています。

＜伊藤Ｄｒ退院支援委員会＞

・小笠原　文人様～北病棟への移動を目標としていく。
＜入院患者様情報＞
原子内　光久（はらこない　みつひさ）様　45歳　任意入院（当院2回目）　

主病名：アルコール性精神病、双極性感情障害
主治医：馬渡Dr　　　　　受け持ち：澤田Ns、加賀CW
病室：西Ｂ 29号室

生活保護受給中

平成26年9月11日より当院へ通院継続している。平成29年9月22日の採血にて肝機能の悪化があり、本人は10/6以外は飲んでいないと話すが、肝機能障害の原因としてはまずはアルコール性を考えられるため、生活状況の観察目的で本日入院となる。
入院期間は2週間予定としている。
【備考】

・カードなし（必要なものは外出にて購入していく）

・入院期間は2週間予定のため洗濯は無し。（2週間分衣類があるとの事）
